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日本語指導推進事業費≪一部新規≫

【事業目的】
日本語指導が必要な児童生徒のうち、十分な日本語指導が受けられていない児童生徒
が在籍する市町村及び学校への支援を行う。
【当初予算額】　　32,118千円
【事業内容】
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【府立高校を対象とした事業】
[image: image6.png]



主要事業６





≪新規≫　小中学校オンライン日本語指導事業費　　12,843千円





少数散在している学校に在籍し日本語指導が十分に受けられていない児童生徒を対象に、1人１台


端末を活用し日本語指導を実施するとともに、当該児童生徒が在籍する学校等からの日本語指導に


関わる相談をオンラインで行う。





オンライン日本語指導員（４人）





日本語指導支援員(夜間中学)配置事業費


　　　　　　　　　　　　　　　　9,479千円





府域夜間中学６校に支援員を各１名配置し、


日本語指導が必要な生徒への個別指導等を


行う。











外国人児童生徒支援員配置事業費


　　　　　　　　　　　　9,796千円





府域７地区ごとに支援員を各１名配置し、


外国人児童生徒の学習面・生活面を支援


する。








日本語教育学校支援事業費16,638千円





日本語指導が必要な外国人等生徒が在籍する府立高校に対して、教育サポーターを約２０校に


派遣するなどにより、様々な課題に応じた外国人等生徒への支援体制の充実を図る。
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